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公　明　党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
民　進　党

一 般 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定

介 護 保 険 特 別 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 認　定 認　定 認　定 認　定

決
算
特
別
委
員
会
委
員（
22
名
）

◎
委
員
長 

／ 

○
副
委
員
長

◎
く
じ
ら
い
　
　
光
　
　
治
　
委
員

○
う 

す 

い
　
　
浩
　
　
一
　
委
員

○
浅
　
　
子
　
　
け 

い 

子
　
委
員

　
伊
　
　
藤
　
　
の
ぶ
ゆ
き
　
委
員

　
鹿
　
　
浜
　
　
　
　
　
昭
　
委
員

　
か 

ね 

だ
　
　
　
　
　
正
　
委
員

　
馬
　
　
場
　
　
信
　
　
男
　
委
員

　
古
　
　
性
　
　
重
　
　
則
　
委
員

　
鴨
　
　
下
　
　
　
　
　
稔
　
委
員

　
せ 

ぬ 

ま
　
　
　
　
　
剛
　
委
員

　
吉
　
　
田
　
　
こ 

う 

じ
　
委
員

　
く 

ぼ 

た
　
　
美
　
　
幸
　
委
員

　
長
　
　
井
　
　
ま
さ
の
り
　
委
員

　
い
い
く
ら
　
　
昭
　
　
二
　
委
員

　
渕
　
　
上
　
　
　
　
　
隆
　
委
員

　
西 

の 

原
　
　
え 

み 

子
　
委
員

　
は 

た 

の
　
　
昭
　
　
彦
　
委
員

　
ぬ 

か 

が
　
　
和
　
　
子
　
委
員

　
お 

ぐ 

ら
　
　
修
　
　
平
　
委
員

　
米
　
　
山
　
　
や 

す 

し
　
委
員

　
土
　
　
屋
　
　
の 

り 

こ
　
委
員

　
へ 

ん 

み
　
　
圭
　
　
二
　
委
員

決 算 特 別
委 員 会 の
討論（要旨）
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足
立
区
議
会

自
由
民
主
党
討 論 者

委　員
鹿 浜　  昭

平
成
27
年
度
予
算
は
「
子
ど
も
の
未
来
の
た
め

に
、
今
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」
と
銘
打
ち
、
特

に
「
貧
困
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
、
総
合
的

か
つ
丁
寧
な
施
策
を
展
開
す
べ
く
、
平
成
27
年
度

を
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
挑
も
う
と
す
る
熱
い
思

い
が
込
め
ら
れ
た
予
算
で
あ
っ
た
。

平
成
27
年
度
普
通
会
計
決
算
で
は
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
前
年
度
よ
り
地
方
消
費
税
交
付
金
が
68

億
円
、
国
庫
支
出
金
が
33
億
円
の
増
と
な
り
、
特

別
区
税
は
納
税
義
務
者
の
増
加
や
景
気
回
復
等
に

よ
っ
て
、
前
年
度
よ
り
約
12
億
円
の
増
と
な
っ
た
。

一
方
、
歳
出
の
う
ち
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度

比
６
億
円
の
増
額
と
な
り
、
歳
出
に
占
め
る
割
合

は
51.2
％
で
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
ま

た
、
投
資
的
経
費
は
約
22
億
円
の
減
額
と
な
り
、

決
算
全
体
と
し
て
は
経
常
収
支
比
率
が
２
年
連
続

で
80
％
を
下
回
り
75.8
％
、
実
質
収
支
額
66
億
円
余

と
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
適
正
の
範
囲
内
を
推

移
し
て
お
り
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
気
掛
か
り
な
事
項
が
あ
っ
た
。
議
会
と

執
行
機
関
の
関
係
の
あ
り
方
で
あ
る
。
議
会
の
使

命
は
、
区
民
の
目
線
か
ら
区
の
事
務
事
業
の
運
営

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
地

方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

45
名
の
議
員
が
様
々
な
視
点
か
ら
執
行
機
関
と
議

論
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
民
意
を
確
実
に
施
策

に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
政
策
・
施
策
の
実
現
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
議

会
と
執
行
機
関
の
意
思
疎
通
を
良
く
し
て
信
頼
関

係
を
築
け
る
よ
う
、
誠
意
と
緊
張
感
を
持
っ
た
議

会
対
応
を
強
く
要
望
す
る
。

最
後
に
、
今
後
と
も
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
足

立
区
を
築
き
上
げ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
本
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
我
が
党
委
員

の
指
摘
し
た
様
々
な
提
案
及
び
要
望
事
項
を
尊
重

し
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団
討 論 者

委　員
西の原 えみ子

区
は
27
年
度
当
初
予
算
編
成
時
、
財
政
の
厳
し

さ
を
強
調
し
た
が
、
積
立
金
は
163
億
円
増
額
の
１

千
329
億
円
に
な
り
、
区
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
お

金
は
充
分
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
格
差
や
貧
困
が
拡
大
す

る
中
、
区
で
も
住
民
税
非
課
税
者
が
毎
年
千
人
以

上
増
え
、
課
税
標
準
額
で
200
万
円
以
下
の
世
帯
と

合
わ
せ
る
と
区
内
人
口
の
57
％
に
も
な
る
中
で
、

精
神
障
が
い
者
補
助
打
ち
切
り
等
、
区
民
負
担
を

増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
行
い
、
新
た
な

学
校
統
廃
合
に
も
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
で
戸
籍
の
外
部
委
託
化
を
本
格
導
入
、
公

契
約
条
例
の
精
神
に
も
反
し
て
い
る
と
の
指
摘
に
、

条
例
の
趣
旨
に
は
反
し
な
い
と
開
き
直
っ
た
。

ま
た
、
千
住
一
丁
目
再
開
発
事
業
は
、
公
共
の

福
祉
に
寄
与
す
る
と
総
額
40
億
円
の
税
金
を
つ
ぎ

込
み
な
が
ら
、
公
益
施
設
は
わ
ず
か
１
％
に
も
満

た
な
い
。
巨
額
の
税
金
を
投
入
す
る
あ
り
方
は
到

底
認
め
ら
れ
な
い
。

介
護
保
険
料
等
の
負
担
増
で
区
財
政
が
潤
い
な

が
ら
、
区
民
に
還
元
し
な
い
お
金
の
使
い
方
の
結

果
が
本
決
算
で
あ
り
、
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
一
人
当
た
り
の

平
均
保
険
料
が
年
３
千
422
円
の
大
幅
値
上
げ
と
な

っ
た
中
で
、
国
は
負
担
軽
減
の
た
め
に
総
額
１
千

700
億
円
の
税
投
入
を
し
た
。
し
か
し
区
は
全
額
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
補
填
に
使
う
こ
と
が

当
然
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
給
付
水
準
を

7.5
％
と
高
く
見
積
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
23
区
で
２

番
目
に
高
い
保
険
料
に
な
り
、
低
所
得
者
に
は
過

酷
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
。
給
付
も
補
足
給
付
の

改
悪
に
よ
り
、
約
３
千
人
の
高
齢
者
に
影
響
が
出

て
い
る
の
に
、
他
区
が
実
施
し
て
い
る
利
用
料
軽

減
制
度
に
も
背
を
向
け
る
姿
勢
も
認
め
ら
れ
な
い
。

区
民
の
厳
し
い
く
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
施
策
を

す
す
め
、
区
民
の
願
い
を
か
な
え
る
行
財
政
の
運

営
を
強
く
求
め
る
。

足
立
区
議
会

公

明

党
討 論 者

委　員
いいくら 昭二

区
は
、
足
立
区
第
二
次
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
戦
略
の
「
子
ど
も
」
「
く
ら
し
」
「
ま
ち
づ
く

り
」
「
経
営
改
革
」
の
四
つ
の
柱
の
施
策
を
さ
ら

に
発
展
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
「
子
ど
も
」
は
、

学
力
向
上
の
た
め
の
、
あ
だ
ち
小
学
生
基
礎
学
習

教
室
、
中
学
生
補
習
講
座
等
、
「
く
ら
し
」
は
、

孤
立
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
、
健
康
あ
だ

ち
21
推
進
事
業
の
推
進
、
就
労
支
援
事
業
、
中
小

企
業
・
商
店
街
支
援
等
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

鉄
道
立
体
化
の
促
進
事
業
、
建
築
物
耐
震
化
促
進

事
業
、
老
朽
家
屋
対
策
事
業
、
パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
等
、
「
経
営
改
革
」
は
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
各
種
収
納
金
の
収
納
率

向
上
対
策
等
、
我
が
党
の
要
望
を
反
映
さ
せ
、
区

民
の
生
活
向
上
に
資
す
る
事
業
と
な
っ
た
。

今
後
の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
江
北

エ
リ
ア
の
東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
、

花
畑
エ
リ
ア
の
文
教
大
学
の
移
転
準
備
を
は
じ
め
、

各
地
域
で
の
魅
力
を
創
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
綾
瀬
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は
、
住
民
に
対
し
、
十
分
な
説
明
と
と

も
に
要
望
を
聞
い
た
う
え
で
、
丁
寧
に
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
さ
ら
に
、
30
年
後
を

見
据
え
た
将
来
像
を
示
す
新
た
な
基
本
構
想
に
沿

っ
て
区
政
運
営
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

我
が
党
の
各
委
員
が
指
摘
し
、
提
案
・
要
望
し

た
災
害
対
策
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
い
じ
め
・

不
登
校
対
策
、
待
機
児
童
対
策
、
財
政
運
営
の
見

え
る
化
、
投
票
所
環
境
の
整
備
、
竹
ノ
塚
駅
付
近

鉄
道
高
架
化
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、
介
護
施
設

の
充
実
、
高
齢
者
居
住
支
援
、
糖
尿
病
対
策
、
創

業
支
援
等
、
区
内
産
業
施
策
の
充
実
、
就
労
支
援

事
業
、
奨
学
金
の
拡
充
、
区
営
住
宅
改
修
事
務
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
応

援
、
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
及
び
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
対
応

等
々
、
今
後
の
予
算
執
行
や
平
成
29
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
、
区
民
の
目
線
で
足
立
区
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
施
策
を
求
め
る
。

足
立
区
議
会

民

進

党
討 論 者

委　員
米山 やすし

足
立
区
で
は
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
平
成
27
年

度
を
負
の
連
鎖
を
断
つ
た
め
の
子
ど
も
の
貧
困
対

策
元
年
と
位
置
付
け
た
点
に
つ
い
て
最
大
限
の
評

価
を
し
た
い
。

各
事
業
に
つ
い
て
も
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
の
支

援
、
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
実
態
調
査
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
居
場
所
を
兼
ね
た
学

習
支
援
等
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
計
画
・
実

行
し
た
職
員
の
努
力
を
改
め
て
評
価
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
、
景
気
回
復
が
波
及
し

て
い
な
い
足
立
区
に
お
い
て
は
長
期
化
、
構
造
化

し
が
ち
と
思
う
が
、
自
治
体
に
し
か
で
き
な
い
事

業
、
自
治
体
が
す
べ
き
事
業
、
子
ど
も
た
ち
に
負

い
目
を
感
じ
さ
せ
な
い
普
遍
的
な
事
業
を
心
掛
け

て
今
後
も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

そ
の
他
、
刑
法
犯
認
知
件
数
６
千
件
台
の
回
復
、

復
興
税
を
活
用
し
た
防
災
事
業
、
鉄
道
立
体
化
事

業
の
着
実
な
進
展
等
成
果
が
上
が
っ
た
も
の
も
多

く
、
区
長
の
行
政
手
腕
に
引
き
続
き
期
待
す
る
。

一
方
で
、
我
が
党
か
ら
は
、
奨
学
金
制
度
の
さ

ら
な
る
改
善
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
特
に
教
育
現
場
で
の

問
題
、
自
治
体
に
よ
る
無
料
職
業
紹
介
の
必
要
性
、

区
営
住
宅
や
住
宅
支
援
の
あ
り
方
、
あ
だ
ち
産
業

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
づ
く
り
施
策
、

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
対
策
、
豊
中
市
の
よ
う
な

地
域
ご
と
の
自
治
組
織
に
よ
る
課
題
解
決
の
仕
組

み
、
性
犯
罪
防
止
の
取
り
組
み
、
中
高
年
を
含
め

た
ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
等
の
予
防
策
の
強
化
、

各
会
計
の
不
納
欠
損
や
収
入
未
済
対
策
の
工
夫
や

遊
休
資
産
の
活
用
等
々
、
質
疑
に
加
え
、
新
た
な

施
策
や
事
業
を
提
案
し
た
。

特
に
、
奨
学
金
制
度
の
改
善
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
あ

だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
や
区
の
就
労
支
援
の
あ
り
方
、

無
電
柱
化
、
保
育
士
確
保
支
援
等
の
問
題
は
、
会

派
を
超
え
て
議
論
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

区
民
の
代
表
で
あ
る
私
た
ち
の
発
言
を
良
く
勘
案

し
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
個
々
の
事
務
事
業
を

執
行
す
る
よ
う
求
め
る
。


